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脊椎関節炎診療 Q＆A 集の作成に関する研究 

 

研究分担者 田村直人（順天堂大学医学部 膠原病内科学） 

 

研究要旨 

 脊椎関節炎（spondyloarthritis: SpA）の概念、診断および治療は近年大きく変化して

いる。本研究班では、日本脊椎関節炎学会と共同で、リウマチ専門医、整形外科医、一般

内科医、研修医等を対象とした診療ガイド「脊椎関節炎診療の手引き 2020」を本年 7 月に

発行した。今年度はこれを補完するため、脊椎関節炎患者、その診療に携わる医師および

コメディカルの疑問を Q＆A 集として取りまとめ、脊椎関節炎診療に関する最新で正しい

知識の普及や診療の標準化をさらに推進する。質問は患者会、日本脊椎関節炎学会ホーム

ページ、研究班員施設から収集し、編集委員会にて決定した。現在は患者を対象とした Q

＆A 集について質問を確定し、全体の構成を行った。回答内容を作成し内容を確認中であ

り、年度内の発行を予定している。 

 

A. 研究目的 

脊椎関節炎の治療においては、TNF 阻害

薬、IL-17 阻害薬などの有効性の高い治療

薬が登場し、疾患の進行を抑制して身体機

能や患者 QOL を維持するため、早期診断、

早期治療介入が望まれるようになった。

Assessment of SpondyloArthritis 

international Society（ASAS）は、脊椎関

節炎を体軸性および末梢性に分類し、それ

ぞれの分類基準を提唱しており、それによ

り X 線基準を満たさない脊椎関節炎が新た

に分類されるようになるなど、脊椎関節炎

診療は近年、大きく変化している。一方、

体軸性脊椎関節炎をはじめわが国では脊椎

関節炎患者数が少ないことから、脊椎関節

炎診療に関する経験は十分ではなく、最新

で正しい知識の普及および診療の標準化が

必要である。本研究班では、昨年度より日

本脊椎関節炎学会と共同で「脊椎関節炎診

療の手引き 2020」の作成を進め、関連学会

からパブリックコメントを得たのちに、本

年 7 月発行にした。今年度はこれをさらに

推進するため、患者および医療現場からの

疑問をＱ＆Ａ集にまとめて、脊椎関節炎の

疾患概念や診療について、より理解を深め

ることを目的とした。 

 

B. 研究方法 

編集委員会を設置して、内容や作成方法

を検討した。質問の収集方法として、 ①

患者クエスチョンは日本 AS 友の会、乾癬患

者会、編集委員施設の通院患者等で、②医

師・コメディカルのクエスチョンは日本脊

椎関節炎学会 Web サイト、編集委員施設で

アンケート方式にて収集することした。質

問内容について委員会で検討し、各疾患に

おいて適切と思われるものを選択した。患

者Ｑ＆Ａを優先して行うこととした。回答

については、各質問の「脊椎関節炎の手引

き 2020」の執筆者を中心に行い、原則とし

て「脊椎関節炎の手引き 2020」の内容に沿

って行うこととした。 

 

C. 研究結果 

１） 質問の決定 

 患者クエスチョンとして 118 問、医師・

コメディカルのクエスチョンとして 180 問

を収集した。優先する患者用のクエスチョ

ンについては編集委員会にて取捨を行って

形式を整え、重要と思われる質問は追補し

た。 

２） 全体の構成 

 全体の構成を表に示す。脊椎関節炎に共

通する質問と、各疾患に対する質問により

構成される。COVID-19 に関する質問も取り

入れた。
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３）回答の記載 

 回答については編集委員会で十分な検討

を行っている。 

 

D. 考案 

脊椎関節炎はわが国における疾患認知度

が低く、病態や臨床経過の知識も十分では

ないため、診断の遅れや誤診、過剰診断、

過剰治療が起こる可能性があり、患者は満

足な治療を受けられない可能性がある。ま

た患者や家族が疾患について学びたいとき、

病状や治療について疑問をもったときに正

しい知識を得るためのツールは十分とはい

えない。今回は患者から収集した質問を中

心に、脊椎関節炎の各疾患について偏りの

ない知識が得られるよう配慮して質問を決

定した。回答についても編集委員会内で十

分に検討し、患者に理解しやすい表現を心

掛けて作成していく。患者のための Q&A に

ついては今年度中の発行を予定している。

医師・コメディカル用に関しては今後、質

問の選択を進めていく予定である。 

 

E. 結論 

脊椎関節炎に関する最新の正しい知識普

及のため、患者のための脊椎関節炎 Q&A 集

を作成する。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

 なし 

 




